
犬 の一腰 億寸の 萎 縮

東京農工大学農学部家畜病理学教室出題 第11回獣医病理研修会席本 No.167

標本[･犬の輝線 固定:ホルマリン液,染色 :No.1.

AldehydeftJChsI'n+Trichrome. No.2.AIcianblue
+PASo
À.問題標本:上の切片は豚右葉,下は左葉｡府中市

脚英宮本獣医師扱い｡約2才,姓種.牝,体重古.9kg｡

釣半年にわたる下痢があり,削痩し,数日前より昏睡状

態とをって苑死｡剖検所見としては,全身脂肪組織の消

失,肱幹筋,肝,牌,罪の挙措等が目立ち,特に豚のそ

れは高度であり,正常の1/4-1/S程度の重畳であった｡他
には犬糸状虫10敷匹寄生,化娘性カタール性気管枝肺炎,
下塀部のフレグモーネ等の病変があった｡死後,組織の

固定までに約2時間を要した｡ ‥

B.参考標本:上は左,下は右を 家畜薬理学赦重実
験犬｡揮膿主管を結熊後約1ケ月を撞過したもの｡

C.対照標本:上は左.下は右葉｡約1才の牡犬でジ

ステンパーで処分｡ほぼ正常を容積を有する藤として使

用｡

粗放学的所見 (写其1,2,中拡大,染色No.1)

肺胞の組絶細胞には,_平等にして高度な挙措性変化が

ある｡腺房を構成する:腺細胞は,円柱ないし円姓状では

なく,低立方形となり,･基底膜よりの塩基好性は失われ,

チモーゲン額粒も全く存在しない｡透明な原形質を有す

る立方形上皮よりなる介在部が多く認められる｡排池管

系には著変はない｡小葉間の間掛 こは菅変は認めか lが.

肥膵細胞の分布は多目である｡ラ氏岳或はラ氏島類似姐

鰍 ま.多くの切片を検索しでも,その存在を指摘し得な

い｡他には,艦幹筋,心乳 腺平滑筋,肝等のリボフス

チン沈着,肝,腎の脂肪変性,下垂体の敢好性細胞の増

加等の所見が加えられた｡

組織学的診断

(結合組織増殖を伴なわない,内外分泌捜嘩不全が考

えられる)藤膿の肴棺｡


